
５ 研修申込み ６ 保育所・幼稚園・認定こども園関係施策等

（子ども・子育て支援新制度含む）
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幼保支援課　補助金等一覧【R７年度　当初予算】

一般
財源

国庫
補助金

基金
保育
所

幼稚
園

認定こ
ども園

地域
型保
育

認可
外保
育施
設

その
他

県予算 備考

1
保育士
登録施
行費

299 150 149 (社福)日本保育協会 1/2

3,143 1,630 1,513 

①
幼保団体研修等推
進事業

2,180 1,630 550 
保育所・幼稚
園関係団体

○ 定額

②
認定こども園等研
修支援事業

963 963 市町村 公私 公私 公私 1/2
国1/2
市町村1/2

3 25,988 25,988 
市町村（高知
市除く）　

公私
公私

（※新）
公私 公私 1/2

4 4,269 4,269 
保育所・小規
模保育事業所

公私 公私
公立：1/2
私立：定額

5 0 
市町村（高知
市除く）

私 1/4

53,103 15,003 38,100 

①
保育所等における
要支援児童等対応
推進事業

32,841 10,949 21,892 市町村 ○
3/4
（国1/2、県
1/4）

地域連携推
進員設置

②
医療的ケア児保育
支援事業

20,262 4,054 16,208 
市町村（高知
市除く）

公私 公私 公私
5/6※
（国2/3、県
1/6）

※整備計画
書を策定し、
条件を満たし
た場合

5,078 5,078 
市町村・学校
組合

○ 1/2

7 85,838 8,584 77,254 
高知県社会福
祉協議会

○
10/10
（国9/10、県
1/10）

8 4,340 4,340 私立保育所等 私
私

（※新）
私 私 3/4

※私立幼稚園、
幼稚園型認定こ
ども園のみ高知
市も補助対象

0 

①
地域型保育人材育
成事業

0 
認可外保育施
設等

私 私 私 私 私 1/2

②
保育士資格・幼稚
園教諭免許取得支
援事業

0 

学校法人及び
社会福祉法人
（高知市除く）が
設置する認定こ
ども園等（移行
予定施設含む）

私
10/10
（国1/2、県
1/2）

受講に要し
た経費の
1/2以内、
上限あり

26,890 5,355 21,535 

①
保育補助者配置事
業

18,959 2,711 16,248 
市町村（高知
市除く）

私

私
(幼保連
携型の

み)

公・私
私

(企業主導
型保育事
業所のみ)

7/8
（国3/4、県
1/8）

② 保育体制強化事業 7,931 2,644 5,287 
市町村（高知
市除く）

私

私
(幼保連
携型の
み※)

私
3/4
(国1/2、県1/4)

※保育支
援者を配
置する場
合

3,458,198 3,458,198 

①
施設型給付費等負
担金

3,094,229 3,094,229 市町村 私
私

（※新）
私

3歳以上
1/4

②
地域型保育給付費
等負担金

208,500 208,500 市町村 公私
公

(特例保
育のみ)

満3歳未満
20.00/100

③
施設型給付費等地
方単独費負担金

155,469 155,469 市町村
私

（※新）
私 1/2 市町村1/2

12 8,621 8,621 市町村

3歳以上
1/4
満3歳未満
20.885/100

3歳以上
国1/2、市
町村1/4
満3歳未満
国
58.23/100
市町村
20.885/100

財源内訳 補助対象施設 補助率

保育士資格取得事業費
補助金

幼保団体等研修推進事
業費補助金

保育サービス等推進総
合補助金

多機能型保育支援事業
費補助金

認可化移行運営費支援
事業費補助金

特別支援保育・教育推
進事業費補助金

スクールソーシャルワー
カー活用事業費補助金

保育士修学資金等貸付
事業費補助金

産休等代替職員雇用事
業費補助金

地域型保育等人材育成
事業費補助金

保育補助者配置事業費
補助金

子どものための教育・保
育給付費負担金

子どものための教育・保
育給付費過年度精算負
担金

(※新）：新制度移行施設のみ

細目名
補助金・
負担金名

R7
当初

予算額
（千円）

補助先

2
幼保連
携推進

費

保育
サービ
ス促進
事業費

6

特別支
援保
育・教
育推進
事業費

9

10

11

子ども
・子育
て支援
事業費

3歳以上
国1/2、市
町村1/4
満3歳未満
国
60.00/100
市町村
20.00/100

保育士
等人材
確保事
業費
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一般
財源

国庫
補助金

基金
保育
所

幼稚
園

認定こ
ども園

地域
型保
育

認可
外保
育施
設

その
他

県予算 備考

財源内訳 補助対象施設 補助率

細目名
補助金・
負担金名

R7
当初

予算額
（千円）

補助先

189,430 189,430 

①
病児・病後児保育
事業

123,583 123,583 公私 公私 公私 ○

② 延長保育事業 14,269 14,269 私 私 私

③ 一時預かり事業 49,562 49,562 公私
公私

（※新）
公私 公私 ○

④
実費徴収に係る補
足給付を行う事業

1,886 1,886 ○

⑤
多様な事業者の参入
促進・能力活用事業

130 130 私

14 13,730 13,730 市町村 公私 公私 公私 公私 ○ 1/4
国1/2
市町村1/4

15 509 509 市町村 1/4
国1/2
市町村1/4

16 233 117 116 幼稚園

17 14,210 7,105 7,105 

18 41,552 21,168 20,384 

19 7,975 7,975 

市町村、学校法
人又は社会福
祉法人（幼保連
携型認定こども
園を設置する場
合に限る。）等

公私

公私（公

立は幼稚
園（幼稚
園型認定
こども園を
含む）の

み）

遊具等環境整備
は幼保連携型認
定こども園及び
幼稚園型認定こ
ども園1/2
上記以外の幼稚
園1/3
ICT化支援は1/2

※ICT化支援は
令和６年度２月補
正で対応

8,685 4,291 4,394 

①
保育環境向上等事
業

4,328 2,164 2,164 市町村 公私
公私(幼
保連携
型のみ)

公私 1/3 国1/3

② 熱中症対策事業 2,744 1,372 1,372 市町村 私 私

公私(家庭
的保育事
業所、小
規模保育
事業所の

み)

1/3 国1/3

③ 感染症対策事業 1,480 740 740 市町村 公私 公私

公私(家庭
的保育事
業所、小
規模保育
事業所の

み)

1/3
国1/3

④
認可外保育施設に
おける睡眠中の事
故防止対策事業

133 15 118 
認可外保育施
設

公私 1/12
国1/2

21 0 

私立保育所・
認定こども園
設置者（高知
市除く）、私立
幼稚園設置者

私 私 私 3/4

22 0 
市町村（高知
市を除く）

公 公 公 3/4

市町村起債
のうち交付
税措置のな
い市町村実
質負担額の
3/4

23 0 市町村 公私 公私 公私 1/2

24
保育料
等軽減
事業費

88,646 88,646 
市町村（高知
市除く）

公私 公私 公私 公私 ○ 1/2

地域子ども・子育て支援
事業費補助金

子育て支援施設等利用
給付費負担金

子育て支援施設等利用
給付費過年度精算負担
金

私立学校運営費補助金

私立幼稚園等子育て支
援推進事業費補助金

私立幼稚園等特別支援
教育費補助金

幼稚園等緊急環境整備
事業費補助金

環境改善事業費補助金

保育所・幼稚園等高台
移転施設整備事業費補
助金

保育所・幼稚園等高台
移転施設整備事業費交
付金

保育所・幼稚園等高台
移転検討事業費補助金

多子世帯保育料軽減事
業費補助金

(※新）：新制度移行施設のみ

13

市町村 1/3
国1/3
市町村1/3

私立
幼稚園
振興費

私 定額幼稚園又は幼
保連携型認定
こども園を設
置する学校法
人

私
（幼保
連携型
・幼稚
園型の

み）

保育所
・幼稚
園等施
設整備
事業費

20

保育
所・幼
稚園等
南海ト
ラフ地
震対策
事業費

子ども
・子育
て支援
事業費
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厳
し
い
環
境
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
（
就
学
前
）

幼
保
支
援
課

事
業
概
要

　
　

　現
状
・
課
題

〇
切

れ
目

の
な

い
継

続
的

な
支

援
の

充
実

　
・親

育
ち

支
援

研
修

計
画

の
作

成
：
8
5%

（
R

6：
83

.0
%）

　
・
家

庭
支

援
の

計
画

と
記

録
の

作
成

率
：
10

0
%（

R
6
：
92

.3
%）

事
業
目
標

各
園

の
親

育
ち

支
援

体
制

（
家

庭
支

援
の

た
め

の
体

制
）
の

充
実

に
よ

り
、

全
て

の
子

ど
も

た
ち

が
、

家
庭

の
経

済
状

況
な

ど
に

関
わ

ら
ず

、
ど

こ
に

い
て

も
質

の
高

い
教

育
・保

育
を

受
け

、
健

や
か

に
育

つ
こ

と
が

で
き

る
。

 
 

 
 

 
  

R
7
当

初
：

4
3
,9

5
5
千

円
（

一
）

2
0
,1

3
1
千

円
 

 
 

 
 

（
 R

6
当

初
：

4
3
,9

2
9
千

円
（

一
）

2
3
,4

5
3
千

円
）

実
施
内
容

保
育

所
等

支
援

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
保

護
者

家
庭

支
援

体
制

の
充

実
と

園
を

支
え

る
仕

組
み

づ
く
り

　

市
町

村

情
報

共
有

配
置

支
援

配
置

支
援

多
様

化
、

複
雑

化
す

る
子

育
て

に
関

し
て

、
保

護
者

が
抱

え
る

不
安

や
悩

み
の

解
消

に
向

け
て

、
乳

幼
児

期
の

よ
り

良
い

親
子

関
係

の
構

築
を

支
援

す
る

た
め

、
保

育
所

・
幼

稚
園

等
の

保
育

者
の

親
育

ち
支

援
力

の
向

上
を

図
る

。
さ

ら
に

、
厳

し
い

環
境

に
あ

る
子

ど
も

の
保

護
者

へ
の

ア
プ

ロ
ー

チ
や

関
係

機
関

と
連

携
し

た
支

援
を

強
化

す
る

た
め

、
家

庭
支

援
推

進
保

育
士

や
親

育
ち

・
特

別
支

援
保

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

小
学

校
へ

の
円

滑
な

接
続

を
見

据
え

た
支

援
等

を
行

う
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

（
Ｓ

Ｓ
Ｗ

）を
配

置
す

る
。

◆
核

家
族

化
や

地
域

で
の

子
育

て
家

庭
の

孤
立

化
等

を
背

景
に

、
子

ど
も

へ
の

適
切

な
関

わ
り

方
が

分
か

ら
　

 な
か

っ
た

り
、

子
育

て
に

不
安

や
悩

み
を

抱
え

る
た

り
す

る
保

護
者

が
増

え
て

い
る

。
◆

家
庭

に
お

け
る

教
育

力
の

低
下

等
を

背
景

に
、

様
々

な
課

題
を

抱
え

、
個

別
の

支
援

が
必

要
な

子
ど

も
や

家
　

 庭
が

増
加

し
て

い
る

。
◆

取
り

組
み

を
拡

充
さ

せ
推

進
す

る
た

め
に

は
、

保
護

者
へ

の
支

援
を

担
う

人
材

の
確

保
が

必
要

。

○
保

育
者

の
支

援
力

の
向

上
・
保

護
者

へ
の

支
援

の
充

実

・親
育

ち
支

援
保

育
者

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

事
業

　
　

（
親

育
ち

支
援

講
座

、
親

育
ち

支
援

地
域

別
交

流
会

、
親

育
ち

支
援

地
域

ﾘ
ｰ

ﾀ
ﾞｰ

研
修

会
等

）

・親
育

ち
支

援
啓

発
事

業
　

　
　

（
講

話
や

事
例

検
討

等
に

よ
る

園
内

研
修

の
支

援
、

保
護

者
研

修
　

等
）

・基
本

的
生

活
習

慣
向

上
事

業
 

（
学

習
会

と
年

2
回

以
上

の
取

組
強

調
月

間
の

実
施

）

家
庭

環
境

等
に

特
別

な
配

慮
が

必
要

な
児

童
へ

の
家

庭
訪

問
や

地
域

連
携

等
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

専
任

の
保

育
士

等
（
家

庭
支

援
推

進
保

育
士

）
の

配
置

【
参

考
】
補

助
率

：
国

１
／

２
　

市
町

村
１

／
２

　
　

　
　

 そ
の

他
、

人
口

減
少

対
策

総
合

交
付

金
の

活
用

家
庭

支
援

推
進

保
育

事
業

（
国

庫
補

助
事

業
）

研
修

支
援

 等
担

任
等

園
　

長

親
育

ち
支

援
担

当
者

（
家

庭
支

援
推

進
保

育
士

含
む

）

情
報

共
有

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

小
学

校
へ

の
円

滑
な

接
続

、
要

保
護

児
童

対
策

地
域

協
議

会
と

の
連

携
、

支
援

計
画

の
進

捗
管

理
な

ど
を

行
う

「
親

育
ち

・
特

別
支

援
保

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
」

の
配

置
を

支
援

　 ◆
補

助
率

：
３

／
４

　
　

　
◆

Ｈ
2
7
～

（
R

3
～

国
事

業
）

保
育

所
等

に
お

け
る

要
支

援
児

童
等

対
応

推
進

事
業

 
（
特

別
支

援
保

育
・
教

育
推

進
事

業
費

補
助

金
）

家
庭

へ
の

配
慮

が
必

要
な

児
童

と
保

護
者

へ
の

支
援

、
保

育
所

等
と

連
携

し
た

小
学

校
へ

の
円

滑
な

接
続

な
ど

を
行

う
「
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

」
の

配
置

を
支

援
◆

補
助

率
：
1
/
2
　

◆
R

7
～

（
～

R
6
は

委
託

）

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
活

用
事

業
（
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

活
用

事
業

費
補

助
金

）

継
続

的
な

支
援 支

援

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
連

携
親

育
ち

・
特

別
支

援
保

育

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

乳
幼

児
期

の

よ
り

良
い

親
子

関
係

の
構

築

家
庭

支
援

の
計

画
と

記
録

の
作

成
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❶
場
の
提
供
【
月
３
日
】

❷
園
が
企
画
す
る
子
育
て
事
業

 
等
の
実
施
【
年
１
回
】

❶
場
の
提
供
【
月
５
日
】

❷
園
が
企
画
す
る
子
育
て
事
業
 
 

 
等
の
実
施
【
年
３
回
】

❶
場
の
提
供
【
月
８
日
】

❷
園
が
企
画
す
る
子
育
て
事
業
等
の
 
 

 
実
施
【
年
６
回
】

 期
待
さ
れ
る
効
果

 
保
育
所
等
の
子
育
て
支
援
機
能
を
強
化
し
、
保
育
所
等
を
中
心
と
し
た
地
域
の
高
齢
者
や
子
育
て
世
代
な
ど
の
交
流
の
場
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
「
子
育
て
家
庭
を
地
域
で
見
守
り
、
支
え
あ
う
、
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
て
支
援
」
を
行
う
こ
と
が
可

能
な
多
機
能
型
保
育
の
拡
大
を
図
る
。

事
業
概
要

 
 地
域
の
方
々
と
の
協
働
で
様
々
な
交
流
事
業
を
実
施
し
、
地
域
と
の
絆

を
深
め
る
こ
と
で
、
子
育
て
家
庭
へ
の
声
か
け
な
ど
日
常
的
な
支
援
を
充

実
さ
せ
、
子
育
て
し
や
す
い
環
境
に
つ
な
げ
ら
れ
る
。

  
 多

機
能

型
保

育
支

援
事

業
費

補
助

金

 
多
機
能
型
保
育
支
援
事
業

幼
保
支
援
課

事
業
目
標

 
 
 
 
Ｒ
９
：
４
０
か
所
 
 

実
施
内
容

現
状
・
課
題

 
少
子
化
や
核
家
族
化
を
背
景
と
し
て
、
就
労
形
態
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
の
社
会
環
境
が
変
化
し
、
人
と
人
と
の
結
び
つ
き
や
地
域
の
繋
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る
。

 
子
育
て
中
の
世
帯
が
、
地
域
の
方
々
か
ら
日
々
の
子
育
て
に
対
す
る
助
言
や
協
力
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
、
地
域
全
体
で
子
育
て
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

保
育
施
設

地
域
の
拠
点
・
交
流
の
場

 
地

域
の

み
ん

な
で

子
育
て
応
援

 
保

育
所

等
の

子
育

て
支

援
機

能
を

強
化

し
、

地
域

ぐ
る

み
の

子
育

て
支

援
（

下
欄

❶
～

❸
の

交
流

事
業

）
の

運
営

を
補

助

◆
補

助
先

 
 

市
町

村
・

私
立

保
育

所
・

私
立

小
規

模
保

育
事

業
者

◆
補

助
対

象
経

費
  

  
  

交
流

事
業

を
実

施
す

る
た

め
に

必
要

な
運

営
経

費
 

 

◆
補

助
基

準
額

（
上

限
額

）

 
 

 
 

保
育

所
 

 
 

 
 

 
 

1
1
,0

0
0
円

/月
 

 
 

 
小

規
模

保
育

事
業

所
 

 
  

9
,0

0
0
円

/月

 
 

 
 

保
育

所
 

 
 

 
 

 
 

3
3
,0

0
0
円

/月
 

 
 

 
小

規
模

保
育

事
業

所
 

 
3
3
,0

0
0
円

/月

 
 

 
 

保
育

所
 

 
 

 
 

 
 

2
5
,0

0
0
円

/月
 

 
 

 
小

規
模

保
育

事
業

所
 

 
2
0
,0

0
0
円

/月

 
 

 
 

保
育

所
 

 
 

 
 

 
  

 5
6
,0

0
0
円

/月
 

 
 

 
小

規
模

保
育

事
業

所
 

  
 5

6
,0

0
0
円

/月

 
 

 
 

保
育

所
 

 
 

 
 

 
  

 2
8
,0

0
0
円

/月
 

 
 

 
小

規
模

保
育

事
業

所
 

  
 2

2
,0

0
0
円

/月

◆
補

助
率

 
公

立
：

１
／

２
 

私
立

：
定

額

 
 

 
 

 
 

 

委
託

内
容

：
多

機
能

型
保

育
施

設
の

情
報

収
集

・
発

信
、

子
育

て
事

業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
の

企
画

提
案

、
保

育
施

設
を

中
心

と
し

た
地

域
連

携
、

 
 

 
 

 
そ

の
他

各
施

設
へ

の
ア

ド
バ

イ
ス

等

委
託

先
 

：
未

定
 

 

多
機

能
型

保
育

支
援

事
業

委
託

料
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
❶
定
期
的
な
子
育
て
支
援
へ
の
場
の
提
供

 
 
❷
園
が
企
画
す
る
子
育
て
支
援
事
業
等

 
 
❸
地
域
活
動
へ
の
参
加

   
・
子
育
て
相
談

 
・
園
庭
開
放

 
  

 ・
保
護
者
同
士
の
交
流

  
 
 
 
等

 
・
夕
涼
み
会

 
・
運
動
会

 
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
 
 
 
 
 
 
 
等

 

   
・
防
犯
、
防
災
避
難
訓
練

 
 
・
美
化
活
動

 
・
地
域
行
事
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
等

 

 
補
助
期
間
：
２
年
間

※
補
助
期
間
終
了
後
は
ス
テ
ッ
プ
３
 
 

 
も
し
く
は
継
続
に
移
行
可

補
助
期
間
：
１
年
間

※
補
助
期
間
終
了
後
は
継
続
に
移
行
可

在
園
児
と
未
就
園
児
と
に
関

わ
ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
の
育

ち
を
支
援
し
、
地
域
ぐ
る
み

で
保
育
を
頑
張
る
施
設
を
応

援
し
ま
す
。

施
設
の
力
を
少
し
ず
つ

大
き
く
し
ま
せ
ん
か
？

地
域
と
一
緒
に
！

継
続
経
費

 
R

７
当

初
：

9
,4

7
0
千

円
（

一
）

9
,4

7
0
千

円
（

R
６

当
初

：
9
,0

0
1
千

円
（

一
）

9
,0

0
1
千

円
）

 
補
助
期
間
：
上
限
な
し

子
育
て
世
帯

継
続
経
費
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１

．
現

状

◎
本

県
の

就
学

前
こ

ど
も

数
は

年
々

減
少

傾
向

  
 に

あ
る

一
方

、
県

内
の

保
育

士
等

の
数

は
、

  
 保

育
ニ

ー
ズ

の
多

様
化

を
背

景
に

ほ
ぼ

横
ば

  
 い

の
状

況

 ＜
就

学
前

こ
ど

も
数

及
び

保
育

士
数

＞

  
 

 
 

※
特

定
教

育
・

保
育

施
設

等
運

営
状

況
調

査
  

（
各

年
度

4
月

1
日

時
点

｡保
育

士
数

は
常

勤
･非

常
勤

の
計

）
 

 
 

  
  

◎
今

後
、

国
の

新
た

な
取

組
の

活
用

も
念

頭
に

  
 子

育
て

支
援

を
維

持
･充

実
さ

せ
る

た
め

に
は

、
  

 さ
ら

な
る

保
育

士
等

の
確

保
が

必
要

な
状

況
 

  
＜

待
機

児
童

数
＞

  
  
 R

6
.4

.1
時

点
：

5
人

 
  
  
  
  

※
保

育
所

等
利

用
待

機
児

童
数

調
査

  
  
 →

育
休

か
ら

の
復

帰
な

ど
年

度
途

中
の

入
所

希
望

  
  
  
  

に
対

し
て

、
保

育
士

確
保

が
課

題
と

な
り

速
や

  
  
  
  
か

な
受

入
れ

に
至

ら
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
  ＜

次
元

の
異

な
る

少
子

化
対

策
＞

  
  

・
配

置
基

準
改

善
 

  
 （

R
6
.4

～
）

 
  
  
  
  
4
･5

歳
児

3
0
:1

→
2
5
:1

  
  
  
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
3
歳

児
2
0
:1

→
1
5
:1

 
  
 （

R
7
.4

～
加

算
措

置
）

  
 1

歳
児

 6
:1

→
  
5
:1

  
  
・

こ
ど

も
誰

で
も

通
園

制
度

  
  
  
 （

R
5
～

R
6
）

 試
行

的
事

業
 

 
  
  
（

R
7
）

  
  
  
  
法

律
上

制
度

化
 

  
  
（

R
8
）

  
  
  
  
給

付
制

度

２
．

課
題

○
求

職
者

と
保

育
職

場
の

ミ
ス

マ
ッ

チ
の

防
止

 
・

「
実

習
先

に
そ

の
ま

ま
就

職
し

早
期

退
職

す
る

  
  
  

学
生

が
多

い
｡よ

り
多

く
の

施
設

を
見

る
機

会
  
  
  
が

あ
れ

ば
よ

い
｣(

養
成

施
設

)

○
県

内
指

定
保

育
士

養
成

施
設

（
４

施
設

）
の

入
学

  
者

数
減

少
 

・
R

2
：

1
6
0
人

→
R

6
：

1
2
3
人

（
△

3
7
人

）
 

 
 

※
指

定
保

育
士

養
成

施
設

業
務

報
告

書

○
働

き
や

す
い

職
場

づ
く

り
 

・
処

遇
改

善
等

加
算

に
係

る
事

務
な

ど
書

類
作

成
  
  
  
業

務
の

負
担

が
大

き
い

 
 

・
風

通
し

の
良

さ
は

不
適

切
な

保
育

予
防

の
観

点
  
  
  
か

ら
も

非
常

に
重

要
 

 
（

関
係

団
体

等
）

○
保

育
士

等
の

処
遇

改
善

 
・

県
内

保
育

士
の

賃
金

 
：

月
額

2
5
0
,6

0
0
円

 
 

 
 

全
産

業
平

均
賃

金
：

月
額

2
9
3
,7

0
0
円

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
（

＋
4
3
,1

0
0
円

）
 

 
 

※
R

5
賃

金
構

造
基

本
統

計
調

査

３
．

令
和

7
年

度
の

取
組

R
2

R
6

差
引

就
学

前
こ

ど
も

数
(0

～
5
歳

児
)

2
8
,3

3
1
人

2
3
,6

8
5
人

△
4
,6

4
6
人

保
育

士
数

(保
育

教
諭

含
む

)
4
,3

9
5
人

4
,3

2
8
人

△
6
7
人

  
事

務
負

担
軽

減
の

た
め

の
支

援
の

充
実

 
 

 私
立

保
育

所
等

の
施

設
型

給
付

に
係

る
処

遇
改

善
等

加
算

の
認

定
申

請
等

に
対

す
る

助
言

・
 

 
支

援
を

充
実

さ
せ

、
保

育
所

等
で

の
事

務
負

担
軽

減
を

図
る

。
 

　保
育
士
等
の
人
材
確
保

子
育

て
支

援
員

等
研

修
委

託
料

 
4

,5
0

5
千

円
 

  
 保

育
や

子
育

て
支

援
分

野
の

各
事

業
等

に
従

事
で

き
る

「
子

育
て

支
援

員
」

を
養

成
す

る
た

  
め

の
研

修
を

実
施

産
休

等
代

替
職

員
雇

用
事

業
費

補
助

金
 

4
,3

4
0

千
円

 
  
 保

育
士

等
が

産
休

等
を

取
得

す
る

際
の

代
替

職
員

の
雇

用
に

要
す

る
経

費
を

補
助

保
育

補
助

者
配

置
事

業
費

補
助

金
 

2
6

,8
9

0
千

円
 

  
 保

育
士

の
補

助
を

行
う

保
育

補
助

者
及

び
保

育
支

援
者

の
雇

上
げ

に
必

要
な

費
用

等
を

補
助

保
育

士
修

学
資

金
等

貸
付

事
業

費
補

助
金

 
8

5
,8

3
8

千
円

 
  
 保

育
士

資
格

の
取

得
を

目
指

す
学

生
に

対
す

る
修

学
資

金
等

の
貸

付

親
育

ち
支

援
啓

発
事

業
 

園
内

研
修

支
援

に
お

い
て

「
保

育
職

場
の

人
間

関
係

づ
く

り
」

や
「

メ
ン

タ
リ

ン
グ

に
関

 
す

る
内

容
」

な
ど

業
務

改
善

や
若

手
職

員
の

定
着

の
観

点
か

ら
の

メ
ニ

ュ
ー

を
設

定

拡

※
保

育
士

等
の

処
遇

改
善

に
つ

い
て

は
、

国
に

お
い

て
民

間
給

与
動

向
等

を
踏

ま
え

た
更

な
る

 
 

 
 

処
遇

改
善

が
進

め
ら

れ
る

予
定

で
あ

り
、

県
に

お
い

て
も

引
き

続
き

政
策

提
言

等
を

実
施

  
保

育
士

等
人

材
確

保
事

業
委

託
料

 
1

8
,6

4
0

千
円

 
 

  
福

祉
人

材
セ

ン
タ

ー
に

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

（
２

名
）

を
配

置
し

、
就

労
支

援
と

離
職

防
止

 
 

 の
両

面
か

ら
の

取
組

の
充

実
 

 
 

○
求

職
者

と
保

育
所

等
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

機
能

の
強

化
 

 
 

 
・

保
育

職
場

に
特

化
し

た
「

ふ
く

し
就

職
フ

ェ
ア

」
の

開
催

  
  
  
  
  
  
  
  
  
参

加
者

増
に

向
け

た
広

報
強

化
 

 
 

 
・

県
外

か
ら

の
招

き
入

れ
の

充
実

  
  
  
  
  
  
  
  
  

U
Iタ

ー
ン

サ
ポ

ー
ト

セ
ン

タ
ー

へ
の

保
育

士
等

求
人

登
録

や
移

住
フ

ェ
ア

等
で

の
  
  
  
  
  
  
  
  
  
保

育
職

場
の

P
R

 等
 

 
 

○
保

育
士

・
保

育
職

場
の

魅
力

発
信

 
 

 
 

・
高

校
生

に
向

け
た

魅
力

発
信

  
  
  
  
  
  
  
  
  

保
育

施
設

バ
ス

ツ
ア

ー
,夏

休
み

を
活

用
し

た
保

育
所

等
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
体

験
 

 
 

 
・

S
N

S
等

を
活

用
し

た
広

報
（

福
祉

人
材

セ
ン

タ
ー

の
周

知
等

）
 

 
 

 
 

○
保

育
士

等
の

職
場

定
着

の
た

め
の

支
援

 
 

 
 

・
保

育
所

等
の

経
営

者
層

を
対

象
と

し
た

業
務

改
善

研
修

の
実

施
 

 
 

 
・

若
手

保
育

士
の

交
流

会
の

実
施

拡 新

新

≪幼
保
支
援
課
≫

令
和
７
年
度
当
初
予
算
額
　1

40
,4
64

千
円

若
手

保
育

士
等

の
職

場
定

着
に

向
け

た
支

援
 

2
5

1
千

円
 

ミ
ド

ル
リ

ー
ダ

ー
の

メ
ン

タ
ー

と
し

て
の

役
割

に
関

す
る

研
修

会
の

実
施

等
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 地

域
型

保
育

人
材

育
成

事
業

（
子

育
て

支
援

員
等

研
修

）
幼

保
支

援
課

事
業

概
要

　
　

　現
状

・
課

題

　 　
地

域
型

保
育

事
業

の
認

可
施

設
や

一
時

預
か

り
事

業
な

ど
の

子
育

て
支

援
事

業
に

必
要

な
職

員
を

確
保

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

研
修

を
実

施
し

、
保

育
サ

ー
ビ

ス
の

担
い

手
と

な
る

子
育

て
支

援
員

等
を

養
成

す
る

。

事
業

目
標

　
市

町
村

認
可

の
従

う
べ

き
基

準
で

あ
る

家
庭

的
保

育
者

等
に

必
要

な
研

修
の

修
了

者
を

増
や

す
こ

と
に

よ
り

、
地

域
型

保
育

事
業

の
認

可
施

設
の

増
加

と
、

保
育

の
質

の
確

保
を

図
る

。

　
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

新
制

度
に

お
い

て
、

市
町

村
認

可
事

業
と

し
て

創
設

さ
れ

た
「
地

域
型

保
育

事
業

」に
従

事
す

る
者

に
義

務
付

け
て

い
る

研
修

を
実

施
す

る
。

実
施

内
容

種
　

　
　

類
概

　
　

　
要

事
業

所
数

小
規

模
保

育
事

業
定

員
6人

以
上

19
人

以
下

の
施

設
に

お
い

て
行

う
保

育
事

業
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家
庭

的
保

育
事

業
定

員
5人

以
下

の
施

設
に

お
い

て
行

う
保

育
事

業
2

居
宅

訪
問

型
保

育
事

業
保

育
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

の
居

宅
に

お
い

て
行

う
保

育
事

業
0

事
業

所
内

保
育

事
業

事
業

所
の

従
業

員
を

対
象

と
し

た
保

育
施

設
に

お
い

て
保

育
を

必
要

と
す

る
地

域
の

子
ど

も
を

対
象

と
し

て
行

う
保

育
事

業
6

【
現

状
】
　

待
機

児
童

は
保

育
の

受
け

皿
整

備
の

推
進

等
に

よ
り

大
幅

に
減

少
の

一
方

、
過

疎
地

域
な

ど
で

は
保

育
所

に
お

け
る

定
員

充
足

率
が

低
下

【
課

題
】

人
口

減
少

地
域

に
お

い
て

質
の

高
い

保
育

の
提

供
を

前
提

に
保

育
機

能
の

確
保

・
強

化
を

進
め

て
い

く
こ

と
も

必
要

子
育

て
支

援
員

：
小

規
模

保
育

・
家

庭
的

保
育

・
事

業
所

内
保

育
に

お
け

る
保

育
従

事
者

等

研
修

修
了

証
交

付
後

 →
 高

知
県

社
会

福
祉

協
議

会
（福

祉
人

材
セ

ン
タ

ー
）
へ

の
求

職
登

録
 →

 求
職

者
と

雇
用

者
の

マ
ッ

チ
ン

グ

求
人
⇔

　
求

職
の

円
滑

化

 
 

 
  

R
７

当
初

：
4
,5

0
5
千

円
（

一
）

2
,2

5
3
千

円
 

 
（

  
R

６
当

初
：

5
,4

7
4
千

円
（

一
）

2
,7

3
7
千

円
）

【
地

域
型

保
育

事
業

の
種

類
と

実
施

施
設

数
（
R

6
.4

月
現

在
）
】

引
き

続
き

研
修

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
保

育
の

質
の

向
上

を
図

り
、

0
～

2
歳

児
の

待
機

児
童

の
解

消
を

目
指

す
。

令 和 ７ 年 度 以 降

修
了

者
数

 
H

2
7
 

H
2
8
 

H
2
9
 

H
3
0
 

R
元

 
R

2
 

R
3
 

R
4
 

R
5
 

R
6
 

計

基
本

研
修

 
1
8
1
 

1
7
7
 

1
8
3
 

1
3
7
 

9
9
 

7
5
 

1
2
8
 

2
1
0
 

9
7
  

9
4

1
,3

8
1

専
門

研
修

 
　

地
域

型
保

育
 

1
1
1
 

8
7
 

8
9
 

8
8
 

5
3
 

6
2
 

5
3
 

8
4
 

7
8
  

6
0

7
6
5

専
門

研
修

 
　

一
時

預
か

り
 

8
4
 

5
1
 

3
5
 

4
4
 

1
9
 

2
2
 

2
7
 

4
3
 

2
9
 

1
8
 

3
7
2
 

【
家

庭
的

保
育

者
等

研
修

】
　 ◆

認
定

研
修

◆
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

　
（
R

６
年

度
は

受
講

希
望

者
な

し
）

【
子

育
て

支
援

員
研

修
】

◆
基

本
研

修
　

　
9
4
名

受
講

修
了

　
　

（
１

回
開

催
）

◆
専

門
研

修
　

 「
地

域
保

育
コ

ー
ス

」
　

（
１

回
開

催
）

　
・
地

域
型

保
育

　
6
0
名

受
講

修
了

　
・
一

時
預

か
り

　
 1

8
名

受
講

修
了

◆
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

・
現

任
研

修
　

（
2
回

開
催

）

令 和 ６ 年 度 令 和 ６ 年 度

　 　 　 　

平 成 2
7

年 度 ～

※
平

成
2
6
年

度

  
  
 【

家
庭

的
保

育
者

等
研

修
】

　
　

  
 ◆

基
礎

研
修

：
4
4
名

受
講

修
了

　

　
　

  
 ◆

認
定

研
修

：
  

6
名

受
講

修
了

　
　

　
平

成
27

年
度

か
ら

は
、

基
礎

研
修

を
子

育
て

支
援

員
研

修
に

振
り

替
え

て
実

施
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○ 子ども・子育て支援新制度において実施される小規模保育、家庭的保育、ファミリー・サポート・センター、一時
預かり、放課後児童クラブ、地域子育て支援拠点等の事業や家庭的な養育環境が必要とされる社会的養護に
ついては、子どもが健やかに成長できる環境や体制が確保されるよう、地域の実情やニーズに応じて、これらの
支援の担い手となる人材を確保することが必要。（「日本再興戦略」改訂2014（平成26年6月24日閣議決定））  

○  このため、地域において保育や子育て支援等の仕事に関心を持ち、保育や子育て支援分野の各事業等に従
事することを希望する者に対し、多様な保育や子育て支援分野に関しての必要な知識や技能等を修得するため
の全国共通の研修制度を創設し、これらの支援の担い手となる「子育て支援員」の養成を図る。 

○ 国で定めた「基本研修」及び「専門研修」を修了し、「子育て支援員研修修了
証書」（以下「修了証書」という。）の交付を受けたことにより、子育て支援員とし
て保育や子育て支援分野の各事業等に従事する上で必要な知識や技術等を
修得したと認められる者

○ 研修内容は各事業等に共通する「基本研修」と特性に応じた専門的内容を
学ぶ「専門研修」により構成され、質の確保を図る。

○ 研修修了者を「子育て支援員」として研修の実施主体が認定。全国で通用。 

趣 旨

「子育て支援員」とは

「子育て支援員」研修について

小規模保育等の保育
分野や放課後児童クラ
ブ、社会的養護、地域
子育て支援 など子ど
も・子育て分野に従事

実施主体（都道府
県・市町村等）に 
研修申込 

研修受講 

基本 専門 

修了証書の 
発行 

子育て支援員 
に認定 

研修受講から認定までの流れ

生
涯
学
習
課
 

幼保支援課 子
育
て
支
援
課

子育て支援課 

★ ★ ★ ★☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

★ ☆
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特
別
支
援
保
育
・
教
育
推
進
事
業
費

幼
保
支
援
課

事
業
概
要

　
　

　
保

育
所

等
に

通
う

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

や
厳

し
い

環
境

に
あ

る
子

ど
も

の
教

育
・
保

育
の

質
を

高
め

る
た

め
、

以
下

の
取

組
に

必
要

な
経

費
を

助
成

す
る

。
   

 ①
親

育
ち

・
特

別
支

援
保

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

   
 ②

保
育

所
等

で
の

医
療

的
ケ

ア
に

必
要

な
看

護
師

等
の

加
配

   
 ③

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
の

活
用

（就
学

前
支

援
）

現
状
・
課
題

事
業
目
標

○
保

育
所

等
へ

専
門

的
か

つ
継

続
的

な
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

各
園

が
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
や

厳
し

い
環

境
に

あ
る

子
ど

も
あ

る
い

は
医

療
的

ケ
ア

が
必

要
な

子
ど

も
に

対
し

て
組

織
的

に
対

応
で

き
る

体
制

を
確

立
す

る
。

○
厳

し
い

環
境

に
あ

る
５

歳
児

と
保

護
者

に
適

切
な

支
援

を
実

施
し

、
円

滑
な

小
学

校
へ

の
入

学
に

繋
げ

る
。

・
特

別
支

援
保

育
専

門
職

員
や

親
育

ち
・
特

別
支

援
保

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
が

保
育

所
等

の
加

配
保

育
士

等
に

指
導

、
助

言
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

や
厳

し
い

環
境

に
あ

る
子

ど
も

の
保

育
等

の
質

の
向

上
が

見
込

ま
れ

る
。

ま
た

、
保

育
所

等
に

医
療

的
ケ

ア
児

加
配

看
護

師
等

を
配

置
す

る
こ

と
に

よ
り

、
医

療
的

ケ
ア

児
の

地
域

生
活

支
援

の
向

上
が

見
込

ま
れ

る
。

・
ス

ク
ー

ル
ソ

ー
シ

ャ
ル

ワ
ー

カ
ー

が
厳

し
い

環
境

に
あ

る
５

歳
児

と
保

護
者

へ
支

援
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

小
１

プ
ロ

ブ
レ

ム
等

の
小

学
校

入
学

時
に

お
け

る
課

題
の

解
決

に
繋

が
る

。

実
施
内
容

 
 R

７
当

初
：

5
8
,1

8
1
千

円
 （

一
）

2
0
,0

8
1
千

円
（

 R
６

当
初

：
5
4
,2

2
5
千

円
 （

一
）

2
2
,7

8
8
千

円
）

特
別

な
支

援
を

必
要

と
す

る
子

ど
も

へ
の

理
解

の
広

ま
り

と
同

時
に

対
象

の
子

ど
も

が
増

加
し

て
い

る
。

生
活

の
困

窮
と

い
う

経
済

的
要

因
の

み
な

ら
ず

、
家

庭
に

お
け

る
教

育
力

の
低

下
等

を
背

景
に

、
様

々
な

問
題

を
抱

え
、

個
別

の
支

援
が

必
要

な
子

ど
も

や
家

庭
が

増
加

し
て

い
る

。
　

子
ど

も
に

対
す

る
総

合
的

な
支

援
体

制
の

充
実

が
求

め
ら

れ
る

。
　

　
　

　
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
、

医
療

的
ケ

ア
児

加
配

看
護

師
、

S
S
W

の
配

置
拡

充
を

推
進

す
る

た
め

の
人

材
の

確
保

を
す

る
必

要
が

あ
る

。

＜
役

割
＞

厳
し

い
環

境
に

あ
る

子
ど

も
及

び
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
に

関
す

る
相

談
窓

口
、

関
係

機
関

（
医

療
、

福
祉

、
教

育
）
と

の
連

携
の

充
実

、
専

門
機

関
等

の
指

示
に

基
づ

く
園

へ
の

支
援

（
指

導
計

画
・
引

き
継

ぎ
シ

ー
ト

）
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
R

６
見

込
：
1
0
市

町
村

1
2
人

→
R

７
当

初
：
1
2
市

町
村

1
4
人

配
置

）

保
育

所
等

に
お

け
る

要
支

援
児

童
等

対
応

推
進

事
業

 
（
親

育
ち

・
特

別
支

援
保

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

配
置

）
　

　
【
R

７
当

初
：
3
2
,8

4
1
千

円
】
　

　
　

　
　

　
　

　
　

医
療

的
ケ

ア
を

必
要

と
す

る
乳

幼
児

を
受

け
入

れ
る

た
め

に
、

看
護

師
等

を
配

置
し

た
場

合
の

経
費

に
対

し
て

助
成

。
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
R

６
見

込
：
８

箇
所

→
R

７
当

初
：
７

箇
所

）

医
療

的
ケ

ア
児

保
育

支
援

事
業

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
【
R

７
当

初
：
2
0
,2

6
2
千

円
】

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
活

用
事

業
   

 　
　

【
R

７
当

初
：
5
,0

7
8
千

円
】

厳
し

い
環

境
に

あ
る

就
学

前
の

子
ど

も
が

円
滑

に
小

学
校

に
入

学
で

き
る

よ
う

、
主

に
５

歳
児

と
そ

の
保

護
者

に
対

し
て

、
保

育
者

と
ス

ク
ー

ル
ソ

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー
が

連
携

し
て

生
活

習
慣

や
生

活
環

境
の

改
善

に
向

け
た

助
言

や
指

導
等

を
行

う
仕

組
み

を
構

築
。

 ［
就

学
前

分
］
R

６
見

込
1
8
市

町
村

組
合

2
9
人

→
R

７
当

初
1
8
市

町
村

組
合

2
9
人

卒 園

支
援

を
必

要
と

す
る

子
ど

も
・
保

護
者

家
庭

支
援

推
進

保
育

士

特
別

支
援

加
配

保
育

士

親
育

ち
支

援
担

当
保

育
者

特
別

支
援

専
門

職
員

連
携

親
育

ち
・
特

別
支

援
保

育
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー

連
携

医
療

的
ケ

ア
児

加
配

看
護

師
等

小
学

校

連
携

保
育

所
等

専
門

機
関

・
福

祉
保

健
所

・
児

童
相

談
所

・
療

育
福

祉
セ

ン
タ

ー
・
医

療
的

ケ
ア

児
支

援
セ

ン
タ

ー
な

ど

連
携

・
要

保
護

児
童

対
策

　
地

域
協

議
会

・
家

庭
児

童
相

談
員

・
民

生
委

員
　

　
な

ど

連
携

連
携

連
携

支
援

・
情

報
共

有

ス
ク

ー
ル

ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ

ー
カ

ー

保
育

所
・
幼

稚
園

等
小

学
校

0歳
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

5
歳

　
　

　
　

　
　

6歳
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

支 援

円
滑

な
引

継
ぎ

入 学

（現
状

）

（課
題

）
 　

継
続

し
た

支
援

支
援
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地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

事
業

計
画

及
び

次
世

代
育

成
支

援
推

進
行

動
計

画
等

の
地

域
計

画
を

円
滑

に
推

進
す

る
た

め
、

地
域

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

保
育

サ
ー

ビ
ス

の
充

実
に

関
す

る
事

業
に

要
す

る
経

費
を

補
助

す
る

。

事
業
概
要

　
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

き
め

細
や

か
な

保
育

サ
ー

ビ
ス

の
提

供
体

制
を

確
保

す
る

こ
と

で
、

高
知

県
全

体
の

保
育

の
質

の
向

上
を

図
る

。

　

実
施
内
容

幼
保
支
援
課

 
R
7
当
初
：
2
5
,9
8
8
千
円
（
一
）
2
5
,9
8
8
千
円

（
R
6
当
初
：
2
5
,1
6
3
千
円
（
一
）
2
5
,1
6
3
千
円
）

女
性

就
労

の
増

加
、

育
児

休
業

制
度

の
定

着
等

に
伴

い
、

０
歳

児
か

ら
２

歳
児

ま
で

の
低

年
齢

児
に

つ
い

て
年

度
途

中
の

保
育

需
要

が
増

え
て

い
る

。

あ
ら

か
じ

め
年

度
途

中
で

の
入

所
を

前
提

と
し

た
保

育
士

等
の

人
員

確
保

が
必

要
で

あ
る

が
、

保
育

所
等

で
は

、
経

営
上

余
剰

人
員

を
雇

用
す

る
こ

と
が

困
難

な
状

況
に

あ
る

。

現
状
・
課
題

　
　事
業
目
標

低
年

齢
児

の
保

護
者

が
、

年
度

途
中

で
保

育
を

必
要

と
す

る
場

合
、

ス
ム

ー
ズ

に
保

育
所

等
に

受
け

入
れ

ら
れ

る
。

（参
考

）

○
補

助
対

象
×

補
助

対
象

外

0歳
児

1歳
児

2歳
児

合
計

0歳
児

1歳
児

2歳
児

合
計

2
3

4
5

8
7

必
要

数
0.6

 
1.7

→
2

必
要

数
1.6

 
4.1

→
5

配
置

数
2

1
1

4
配

置
数

2
1

1
4

加
配

数
2

加
配

数
0

在
籍

乳
幼

児
数

在
籍

乳
幼

児
数

1.1
 

2.5
 

担 当 職 員

担 当 職 員

（
現

状
）

（
課

題
）

３
歳

未
満

児
の

保
育

の
た

め
の

保
育

士
を

あ
ら

か
じ

め
加

配
し

、
待

機
児

童
解

消
の

た
め

に
年

度
途

中
の

乳
幼

児
の

受
入

れ
を

促
進

す
る

。
　

◆
補

助
基

準
額

　
　

1,
30

2
,8

4
0
円

／
1
か

所
　

（
@

9,
87

0
円

×
22

日
×

6
月

）

◆
補

助
要

件
　

　
　

 次
の

い
ず

れ
も

満
た

す
こ

と
。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
(１

)年
度

途
中

の
0
～

2
歳

の
入

所
児

童
数

が
3
名

以
上

の
見

込
み

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  
　

(２
)0

～
2歳

児
ク

ラ
ス

の
配

置
基

準
に

プ
ラ

ス
し

て
職

員
配

置

低
年

齢
児

保
育

促
進

事
業

補
助

先
：
市

町
村

（
高

知
市

除
く
）

補
助

率
：
県

1
/
2
  

  
市

町
村

1
/
2

家
庭

支
援

推
進

保
育

事
業

家
庭

環
境

等
に

特
別

な
配

慮
が

必
要

な
児

童
へ

の
家

庭
訪

問
や

地
域

連
携

等
を

実
施

す
る

た
め

に
必

要
な

専
任

の
保

育
士

を
配

置
し

、
入

所
児

童
の

処
遇

向
上

を
図

る
。

　

※
R

6
年

度
よ

り
、

保
育

サ
ー

ビ
ス

等
推

進
総

合
補

助
金

か
ら

人
口

減
少

対
策

総
合

交
付

金
に

移
行

さ
れ

ま
し

た
。

○
市

町
村

が
地

域
の

実
情

に
合

わ
せ

て
実

施
す

る
人

口
減

少
対

策
を

総
合

的
に

支
援

　
　

　
　

　
【
交

付
対

象
事

業
】
①

若
者

の
定

着
増

加
、

②
婚

姻
数

の
増

加
、

③
出

生
率

の
増

加
、

④
共

働
き

共
育

て
の

推
進

○
全

て
の

市
町

村
に

配
分

す
る

「
Ⅰ

基
本

配
分

型
」
と

、
県

の
掲

げ
る

目
標

（
若

者
（
3
4
歳

以
下

）
の

増
加

、
出

生
数

の
増

加
）
 の

達
成

に
つ

な
が

る
取

り
組

み
に

加
算

す
る

「
Ⅱ

連
携

加
算

型
（
手

挙
げ

）
」
の

２
つ

で
構

成

高
知

県
人

口
減

少
対

策
総

合
交

付
金

Ⅰ
基

本
配

分
型

＜
ソ

フ
ト

＞

（
１

）
通

常
分

○
人

口
割

、
均

等
割

等
に

よ
り

、
全

て
の

市
町

村
に

配
分

　
［
交

付
額

：
3
0
0
～

7
,5

0
0
万

円
程

度
/
年

］
○

交
付

対
象

事
業

（
上

記
①

～
④

の
目

的
に

資
す

る
も

の
）
に

該
当

す
れ

ば
、

市
町

村
の

裁
量

で
活

用
可

（
２

）
男

性
育

休
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

加
算

Ⅱ
連

携
加

算
型

＜
ソ

フ
ト

・
ハ

ー
ド

＞

○
１

市
町

村
当

た
り

の
交

付
額

（
上

限
）
：
４

年
間

（
R

６
～

９
）

　
  

・
人

口
１

万
人

未
満

　
5
,0

0
0
万

円
　

　
・
人

口
１

万
人

以
上

　
１

億
円

○
県

の
掲

げ
る

目
標

の
達

成
に

つ
な

が
る

取
り

組
み

で
あ

っ
て

、
次

の
Aま

た
は

Bに
該

当
す

る
事

業
　

  A
：
県

が
直

接
実

施
す

る
取

り
組

み
と

連
携

す
る

こ
と

で
さ

ら
な

る
相

乗
効

果
が

期
待

さ
れ

る
事

業
　

  B
：
市

町
村

が
創

意
工

夫
を

凝
ら

し
て

独
自

に
実

施
す

る
先

駆
的

事
業

○
市

町
村

は
数

値
目

標
を

設
定

し
た

事
業

計
画

を
作

成
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私立幼稚園への補助
（私立学校運営費補助金除く）

１ 私立幼稚園等子育て支援推進事業費補助金

女性の社会進出の増加等による保護者の保育ニーズの拡大に対応するために、学校法人立幼稚
園等が実施している子育て支援事業に対して補助し、子育て家庭への支援となる当該事業の充実
向上、保護者及び幼稚園等の経費負担の軽減を図る。

●補助要件

※公定価格（基本分単価、子育て支援活動費加算）や他の補助金との重複受給は認められませんの
で、十分精査してください。

●補助金事務スケジュール（予定）
12 月 事業計画書提出
２月 交付申請書提出
３月 交付決定通知
４月 実績報告書提出
５月 補助金精算払

２ 私立幼稚園等特別支援教育費補助金

心身障害児の幼稚園等への就園の機会の拡大を図るとともに、心身障害児教育の振興を図るた
めに、心身障害児を受け入れている学校法人立幼稚園等に対して補助する。

●補助要件
①１人以上、心身障害児を受け入れていること
②以下のいずれかに該当し、教育上特別な配慮が必要なものであること

・身体障害者手帳の交付を受けている幼児
・療育手帳の交付を受けている幼児
・特別児童扶養手当の支給対象となる幼児
・医療機関や市町村等が設置する専門機関（教育研究所等）において、心身に障害

があると判断された幼児
③公定価格や他の補助金等と対象経費が重複していないこと

●補助金事務スケジュール（予定）
10 月 交付申請書提出
３月 交付決定通知
４月 実績報告書提出
５月 補助金精算払

子育て支援
事業

幼稚園等施設開放事業 対象経費
事業実施に要する経費（人件費、旅費、報償費、
需用費【食糧費を除く】、役務費、使用料等）

対象外経費
他の補助金の対象となるもの及び設備整備に係る経費
（備品購入費、施設整備費 等）

子育て相談事業

子育て講座開催事業

その他地域住民等の
子育てを支援する事業
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保
育

料
の

　
　
　

　
３
歳

未
満

無
料

化
（

軽
減
）

　
の
園

児
　
・

小
学
生

・
高

校
生

 
多
子
世
帯
保
育
料
軽
減
事
業
費
補
助
金

幼
保
支
援
課

  
  
R

７
当

初
：

8
8
,6

4
6
千

円
（

一
）

8
8
,6

4
6
千

円
 

 （
R

６
当

初
：

8
5
,9

8
2
千

円
（

一
）

8
5
,9

8
2
千

円
）

　
１

８
才

未
満

の
子

ど
も

が
３

人
以

上
い

る
家

庭
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

を
図

る
た

め
、

第
３

子
以

降
３

歳
未

満
児

の
保

育
料

を
軽

減
（
無

料
化

）
す

る
。

事
業
概
要

【
県

民
の

ニ
ー

ズ
】

「
理

想
の

数
だ

け
子

ど
も

を
持

た
な

い
理

由
」

１
位

 
⇒

 
子

育
て

や
教

育
に

お
金

が
か

か
り

す
ぎ

る
か

ら
（

7
8
.
3
％
）

「
理

想
の

数
だ

け
子

ど
も

を
持

て
る

環
境

」
　

２
位

 
⇒

 
子

ど
も

の
医

療
費

や
保

育
料

な
ど

へ
の

経
済

的
支

援
が

充
実

（
5
0
.
7
％

）
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

出
展

：
令
和

６
年
度

 
出
会

い
か

ら
結

婚
・

子
育

て
ま

で
の

切
れ

目
な

い
支
援

の
た

め
の

県
民

意
識

調
査

現
状
・
課
題

　
　

 全
市

町
村

に
お

い
て

、
１

８
歳

未
満

の
子

が
３

人
以

上
の

場
合

、
　

第
３

子
以

降
３

歳
未

満
児

の
保

育
料

を
軽

減
（
無

料
化

）
す

る
。

　
　

　

事
業
目
標

　
多

子
世

帯
の

経
済

的
負

担
の

軽
減

に
加

え
、

施
設

間
の

公
平

性
の

向
上

が
図

ら
れ

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
子

ど
も

が
育

つ
環

境
が

整
え

ら
れ

る
。

◆
1
8
歳
未
満
の
子
が
３
人
以
上
の
場
合
、
同
時
入
所
に
関
わ
ら
ず
、
第
３
子
以
降
３
歳
未
満
児
の
保
育
料
を
軽
減
(無

料
化
)

　 　
○

対
象

施
設

　
　

①
認

可
保

育
所

･
認

定
こ

ど
も

園
・

地
域

型
保

育
事

業
所

　
　

②
届

出
認

可
外

保
育

施
設

　
○

補
助

対
象

経
費

　
　

①
子

ど
も

・
子

育
て

支
援

法
の

規
定

に
よ

り
徴

収
す

る
保

育
料

　
　

②
設

置
者

が
徴

収
す

る
保

育
料

（
上

限
：

月
額

50
,0

0
0
円

）
　

　
　

※
子

育
て

の
た

め
の

施
設

等
利

用
給

付
の

支
給

要
件

を
満

た
す

者
の

場
合

は
、

月
額

5
0
,0

0
0円

か
ら

当
該

給
付

月
額

を
　

　
　

　
差

し
引

い
た

額
を

限
度

と
す

る
。

　
○

補
助

率
　

　
１

／
２

以
内

　
○

定
義

　
　

第
３

子
以

降
：

戸
籍

上
の

第
３

子
以

降
の

子
ど

も
　

　
３

歳
未

満
　

：
年

度
当

初
の

時
点

で
３

歳
未

満
の

子
ど

も
　

　
　

　
　

　
　

　
し

た
が

っ
て

、
当

該
年

度
の

間
で

あ
れ

ば
満

３
歳

に
達

し
て

か
ら

　
　

　
　

　
　

　
　

対
象

施
設

に
入

る
こ

と
と

な
っ

た
子

ど
も

は
こ

れ
に

該
当

す
る

。

　
○

参
考

　
　

３
歳

～
５

歳
の

子
ど

も
た

ち
の

利
用

料
、

住
民

税
非

課
税

世
帯

の
０

歳
～

２
歳

の
子

供
た

ち
の

利
用

料
を

無
償

化
（

R
元

.
1
0
月
～

）

実
施
内
容

保
育

料
の

　
　
　

　
３
歳

未
満

軽
減

（
無

償
化
）

　
の
園

児
　
・

小
学
生

・
高

校
生

３
号
認
定

第
２
子

第
３
子

半
額

無
償

１
・
２
号
認
定

無
償

≪
参

考
：
国

の
保

育
料

等
軽

減
措

置
≫

※
同

時
入

所
の

場
合

   
第

１
子

の
年

齢
制

限
撤

廃
（
年

収
約

３
６

０
万

未
満

世
帯

）



子ども・子育て支援新制度
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 幼保連携型については、認可・指導監
督の一本化、学校及び児童福祉施設とし
ての法的位置づけを与える等、制度改善
を実施

保育所

０～５歳

認定こども園 ０～５歳

幼稚園型 保育所型 地方裁量型

小規模保育、家庭的保育、

居宅訪問型保育、事業所内保育

施設型給付費

地域型保育給付費

幼稚園

３～５歳

①利用者支援事業

②延長保育事業

③実費徴収に係る補足給付を

行う事業

④多様な事業者の参入促進・

能力活用事業

⑤放課後児童健全育成事業

⑥子育て短期支援事業

⑦乳児家庭全戸訪問事業

⑧・養育支援訪問事業

・子どもを守る地域ネット

ワーク機能強化事業

⑨地域子育て支援拠点事業

⑩一時預かり事業

⑪病児保育事業

⑫子育て援助活動支援事業

（ファミリー・サポート・

センター事業）

⑬妊婦健診

地域子ども・子育て

支援事業

・企業主導型保育事業

⇒ 事業所内保育を主軸

とした企業主導型の多

様な就労形態に対応し

た保育サービスの拡大

を支援（整備費、運営

費の助成）

・企業主導型ベビーシッ

ター利用者支援事業

⇒ 繁忙期の残業や夜勤

等の多様な働き方をし

ている労働者が、低廉

な価格でベビーシッ

ター派遣サービスを利

用できるよう支援

・中小企業子ども・子

育て支援環境整備事業

⇒くるみん認定を活用

し、育児休業等取得

に積極的に取り組む

中小企業を支援

仕事・子育て

両立支援事業

幼保連携型

 私立保育所については、児童福祉法第24条によ

り市町村が保育の実施義務を担うことに基づく措

置として、委託費を支弁

子育てのための施設等利用給付子どものための教育・保育給付

施設等利用費

認定こども園・幼稚園・保育所・

小規模保育等に係る共通の財政支援

地域の実情に応じた

子育て支援
仕事と子育ての

両立支援

新制度の対象とならない幼稚園、

認可外保育施設、預かり保育等の

利用に係る支援

 ども･ 育て支援新制度の概要

認可外保育施設等

・認可外保育施設

・一時預かり事業

・病児保育事業

・子育て援助活動支援事業

（ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ事業）

特別支援学校

新制度の対象とならない

幼稚園

預かり保育事業

 認定こども園（国立・公立大学法
人立）も対象

市町村主体 国主体

給付種類 （認定通称） 利用施設・事業

１号認定
満3歳以上の小学校就学前の子どもであって、2号認
定子ども以外のもの（第19条第1項第1号） 教育標準時間

幼稚園（私学助成幼稚園を除く）
認定こども園

２号認定

満3歳以上の小学校就学前の子どもであって、保護
者の労働又は疾病その他の内閣府令で定める事由
により家庭において必要な保育を受けることが困難
であるもの（第19条第1項第2号）

保育標準時間
保育短時間

保育所
認定こども園

３号認定

満3歳未満の小学校就学前の子どもであって、保護
者の労働又は疾病その他の内閣府令で定める事由
により家庭において必要な保育を受けることが困難
であるもの（法第19条第1項第3号）

保育標準時間
保育短時間

保育所
認定こども園
小規模保育事業等

新１号認定 私学助成幼稚園
（新制度未移行幼稚園）

新２号認定

新３号認定

対象子ども（認定区分）

満3歳以上の小学校就学前の子どもであって、新2号・新3号認定子ども
以外のもの（第30条の4第1号）

満3歳に達する日以後の最初の3月31日を経過した小学校就学前の子
どもであって、保護者の労働又は疾病その他の内閣府令で定める事由
により家庭において必要な保育を受けることが困難であるもの（第30条
の4第2号）

満3歳に達する日以後の最初の3月31日までの間にある小学校就学前
の子どもであって、保護者の労働又は疾病その他の内閣府令で定める
事由により家庭において必要な保育を受けることが困難であるもののう
ち、市町村民税非課税世帯に属するもの（第30条の4第3号）

（※）幼稚園（私学助成幼稚園を含む）、認定こども園における教育（標準）時間外の預かり保育事業（一時預かり事業（幼稚園型）等）のこと。
　　　幼稚園、保育所、認定こども園等での「非在籍園児の預かり保育」（一時預かり事業（一般型、余裕活用型）等）は「認可外保育施設等」に該当する。

子ども・子育て支援給付費の支給を受ける子どもの認定区分

施設型給付
地域型保育給付
（特例給付を含む）

施設等利用給付
（R1.10月～）

私学助成幼稚園
（新制度未移行幼稚園）

預かり保育事業（※）
認可外保育施設等
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■施設型給付の基本構造（地域型保育給付、特例給付も同様）

○給付（委託費の支払い）は、教育・保育給付認定を行った市町村（子どもの居住地の市町村）が行います。

■施設等利用給付の基本構造

○通園送迎費、食材料費、行事費などの「特定費用」は施設等利用給付の対象外となります。

○支給に要した費用は、国、県、市町村で２：１：１の割合で負担します。（国立幼稚園は全額国負担）

給付の基本構造

○市町村は、対象の施設・事業（市町村の確認を受けたもの）を認定を受けた子どもが利用した際に要する
　費用を月額上限額の範囲内で支給します。

○「施設型給付費」は「公定価格（内閣総理大臣が定める基準により算定した費用の額）」から「利用者負
　担額（政令で定める額を限度として市町村が定める額」を控除した額となります。

○給付については、保護者における個人給付を基本としつつも、確実に教育・保育に要する費用に充てる
　ため、市町村から法定代理受領する仕組みとなります。（利用者負担額は施設が利用者から徴収します。）

○私立保育所に対しては、保育所における保育は市町村が実施することとされていることから（児童福祉法第24条）、
　法定代理受領ではなく、利用者負担を市町村で徴収し、公定価格の全額が委託費として支払われます。

〔月額上限額〕

認定区分 利用施設・事業 上限月額 備考

新１号 私学助成幼稚園

私学助成幼稚園

預かり保育事業
1.13万円

（日額単価450円）

幼稚園（私学助成幼稚園を含む）、認定こども園における教育（標準）時間外の預かり保
育事業（土曜日、修業期間外の預かり保育を含む）　※いわゆる「午後の預かり保育」

認可外保育施設等 3.7万円
認可外保育施設、一時預かり事業（※預かり保育事業でないもの）、病児保育事業、
ファミリー･センター･サポート事業

新制度未移行幼稚園 2.57万円 教育時間のみ　（※教育時間外は「預かり保育事業」に該当する）

預かり保育事業
1.63万円

（日額単価450円）

幼稚園（私学助成幼稚園を含む）、認定こども園における教育（標準）時間外の預かり保
育事業（土曜日、修業期間外の預かり保育を含む）　※いわゆる「午後の預かり保育」

認可外保育施設等 4.2万円
認可外保育施設、一時預かり事業（※預かり保育事業でないもの）、病児保育事業、
ファミリー･センター･サポート事業

2.57万円
（国立幼稚園は8,700円）

教育時間のみ　（※教育時間外は「預かり保育事業」に該当する）

新２号

新３号

公定価格の仕組み（イメージ図）

･･･公定価格 ･･･施設型給付費

※1　負担割合は幼稚園、保育所、認定こども園にあっては私立施設のみ。公立施設は交付税措置される。
※2　令和５年度における「全国統一費用部分」は公定価格の74.4％ 。
※3　一部に拠出金が充当される。その結果、令和５年度における負担割合は、国：県：市町村＝58.23 ： 20.885 ： 20.885。
※4　私立保育所の場合には、公定価格が「委託費」として施設に支払われ、利用者負担額（3号認定子ども）は市町村が徴収する。

1号認定子ども
2号認定子ども
（満3歳児を除く）

3号認定子ども
（満3歳児を含む）

（利用者負担額＝0円） （利用者負担額＝0円）

〔地方単独費用部分〕
県：市町村＝1：1

※1

（市町村単独負担）

市町村の定める
利用者負担額
（施設で徴収※4）

国：県：市町村＝2：1：1

※1

国：県：市町村＝2：1：1

　※1　※3
〔全国統一費用部分〕

 国：県：市町村＝2：1：1

※1

※2
利用者負担額

（国基準）
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一時預かり事業について

○ 日常生活上の突発的な事情や社会参加などにより、一時的に家庭での保育が困難となった乳幼児を保育所等で一時的に預かる事業

① 一般型 ② 幼稚園型Ⅰ ③ 幼稚園型Ⅱ ④ 余裕活用型 ⑤ 居宅訪問型 ⑥ 地域密着Ⅱ型

実施主体

対象児童

主として保育所、幼稚園、
認定こども園等に通ってい
ない、又は在籍していない
乳幼児

主として幼稚園等に在籍す
る満３歳以上の幼児で、教
育時間の前後又は長期休
業日等に当該幼稚園等に
おいて一時的に保護を受け
る者

３号認定を受けた２歳児
主として保育所、幼稚園、認
定こども園等に通っていない、
又は在籍していない乳幼児

以下の要件に該当する者
▼障害、疾病等の程度を勘

案して集団保育が著しく困
難であると認められる場合

▼ひとり親家庭等で、保護者
が一時的に夜間及び深夜
の就労等を行う場合

▼離島その他の地域において、
保護者が一時的に就労等
を行う場合

乳幼児

実施場所

保育所、幼稚園、認定こど
も園、地域子育て支援拠点
又は駅周辺等利便性の高
い場所など

幼稚園又は認定こども園

幼稚園（新制度園及び
私学助成園）
※認定こども園は対象
外

保育所、認定こども園、家庭
的保育事業所、小規模保育
事業所、事業所内保育事業
所において、利用児童数が
定員に満たない場合

利用児童の居宅
地域子育て支援拠点や
駅周辺等利便性の高い
場所など

実施要件

－

研修を修了した保育士、家庭
的保育者又はこれらの者と同
等以上と認められる者。ただし、
家庭的保育者１人が保育する
ことができる児童の数は１人と
する。

担当者のうち、保育につ
いて経験豊富な保育士
を１名以上配置。
担当者は２人を下ること
はできない。
保育士以外の担当者は、
市町村が実施する研修
を修了していること。

実施か所
数 9,232か所 5,293か所 ー 500か所 0か所 （※ 一般型の内数 ）

市区町村（市区町村が認めた者への委託可）

設備基準

「児童福祉施設の設備及び運営に関する基準」に定める保育所の基準を遵守。

「児童福祉施設の設備
及び運営に関する基
準」に定める保育所の
基準に準じて行う。

職員配置

乳幼児の年齢及び人数に応じて保育従事者等を配置し、そのうち保育士等を１／２以上。保育士等以外の保育従事者等
は研修を修了した者。保育従事者等の数は２名を下ることはできないが、保育所等と一体的に実施し、当該保育所等の職
員による支援を受けられる場合には、保育士等１人とすることができる。
※一般型については、１日当たり平均利用児童数が３人以下の場合には、家庭的保育者を保育士とみなすことができる。
※幼稚園型については当分の間保育士等の配置の割合、保育士等以外の教育・保育従事者の資格について緩和措置あ
り。
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職員の類型

職員が通常勤務する日※１

休日
（教育課程時間） （教育課程時間外）

４時間程度まで 合計８時間まで 合計８時間超 合計８時間まで 合計８時間超

一時預かり事業の専任職員 ○ ○ ○ ○ ○

一時預かり事業
と幼稚園等の
教員等との
兼務職員

幼稚園等における
学級担任等の
常勤教員※２

×※３※６ ×※３※６

（○※４）
○※５ ○※５ ○※５

幼稚園等における
非常勤講師等※２ ×※６ ○※７ ○ ○ ○

（参考）適用
補助単価

在園児 基本分単価 長時間加算単価 休日単価 長時間加算単価

非在園児※８ 休日単価 長時間加算単価 休日単価 長時間加算単価

※１ 長期休業期間における職員が通常勤務する日を含む。

※２ 幼稚園型一時預かり事業と幼稚園等とが一体的に運営されており、一時預かり事業の必要教員数が１人の場合で、当該幼稚園等からの支援職員につい
ては、職員の勤務形態等を問わず、幼稚園等の教員等が兼務できる。

※３ 必要となる人件費が、幼稚園等の施設型給付の公定価格で措置されているため、一時預かり事業の配置職員数に算入不可。
※４ 人件費について一時預かり事業の補助対象経費に算入不可だが、教育課程時間外で配置職員数には算入可（ただし、学級担当職員については通常の教

育活動に係る業務を行うことが想定されることから、学級担当職員以外のチーム保育担当職員等を中心に担当することが望ましい）。
※５ 超過勤務・休日勤務を行う場合の人件費は、公定価格で措置されていないため、一時預かり事業の配置職員数に算入可。
※６ 長期休業期間においては、幼稚園等の業務と必ずしも重複しないため、配置職員数に算入可。
※７ 教育課程時間の勤務内容・時間との区分が契約・職務命令等により明確となるよう留意することが必要。

※８ 非在籍園児については、基本的に一時預かり事業（一般型）により対応。ただし、非在籍園児の利用が少数であること等により、幼稚園型及び一般型の両
事業を実施することが、施設や市町村の事務を増大させる等の場合には、幼稚園型において当該非在籍園児の一時預かりを実施することも可能。

一時預かり事業（幼稚園型）の担当職員に算入できる範囲（イメージ）
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（１）一般型
標準時間認定：11時間の開所時間を超えて保育を実施する事業
短時間認定 ：各事業所が設定した短時間認定児の処遇を行う時間を超えて保育を実施する事業

（２）訪問型（平成27年度創設）
居宅訪問型保育事業を利用する児童で利用時間を超えて保育を実施する事業

成育局 保育政策課延長保育事業

事業の目的
 保育認定を受けた児童について、通常の利用日及び利用時間帯以外の日及び時間において、保育所等で引き続き保育を実施するこ
とで、安心して子育てができる環境を整備する。

事業の概要

実施主体等

＜一般的な保育所等（７時から18時まで開所し、後４時間の延長を実施する場合）【標準時間】＞

開所時間 延長時間
18時7時

公定価格 延長保育

22時

＜夜間保育所（11時から22時まで開所し、前２時間、後４時間の延長を実施する場合）＞

開所時間
11時

公定価格 延長保育

2時9時
延長時間

22時

延長保育
延長時間

※ 公立施設については、平成17年度に一般財源化
※ こども家庭庁保育政策課調べ

【実績】
＜実施か所数＞
令和２年度：28,425か所（公立6,690か所、私立21,735か所）
令和３年度：29,277か所（公立6,575か所、私立22,702か所）
令和４年度：29,535か所（公立6,427か所、私立23,108か所）
＜年間実利用児童数＞
令和２年度： 897,348人（公立210,426人、私立686,922人）
令和３年度： 893,990人（公立201,262人、私立692,728人）
令和４年度： 915,022人（公立195,215人、私立719,807人）

＜子ども・子育て支援交付金＞ 令和７年度予算案 2,138億円の内数（2,074億円の内数）

≪見直し内容≫
○ 延長保育事業を実施する職員の配置基準について、認可保育所における配置基準と同様となるよう引き上げることとし、そのために必要な補助基準額の加算により補助する。

【実施主体】市町村（特別区含む。）
【補 助 率】 国１／３（都道府県１／３、市町村１／３）
【令和７年度補助基準額案】※括弧は夜間保育所（夜間延長分に限る）の補助基準額
① 保育短時間認定（保育所：在籍児童１人当たり年額）

１時間延長： 21,200円
２時間延長： 42,400円
３時間延長： 63,600円

② 保育標準時間認定（保育所：１事業所当たり年額）
３０分延長： 600,000円
１時間延長： 1,760,000円（1,988,000円）

２～３時間延長： 2,761,000円（2,989,000円）
４～５時間延長： 5,804,000円（5,918,000円）
６時間以上延長： 6,835,000円

○ 配置基準改善加算（保育所：１事業所当たり年額）※平均対象児童数が21人以上の施設のみ
３０分延長： 150,000円 ４～５時間延長： 1,350,000円
１時間延長： 300,000円 ６時間以上延長： 1,950,000円

２～３時間延長： 750,000円

※延長保育事業、放課後児童健全育成事業、病児保育事業の費用の一部について、事業主拠出金を充当（1,146億円）
※（）内は前年度当初予算額

拡充
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【実施主体】市町村（特別区を含む。）
【補 助 率】 ：国１／３（都道府県１／３、市町村１／３）
【令和７年度補助単価(案) (病児対応型１か所当たり年額)】
基本分単価：8,808,000円
加算分単価：1,000,000円 ～ 38,000,000円
当日キャンセル対応加算：247,900円～1,005,000円

成育局 保育政策課病児保育事業

事業の目的
 こどもが病気の際に自宅での保育が困難な場合に、病院・保育所等において、病気の児童を一時的に保育することで、安心して子育てができる
環境整備を図る。

事業の内容
（１）病児対応型・病後児対応型

地域の病児・病後児について、病院・保育所等に付設された専用スペース等において看護師等が一時的に保育する事業。
（２）体調不良児対応型

保育中の体調不良児について、一時的に預かるほか、保育所入所児に対する保健的な対応や地域の子育て家庭や妊産婦等に対する相談支援を
         実施する事業。
（３）非施設型（訪問型）

地域の病児・病後児について、看護師等が保護者の自宅へ訪問し、一時的に保育する事業。

実施主体等

【拡充】「感染症対応加算」1,300,000円（１施設あたり）
病児保育事業について、種類の異なる感染症に罹患した児童を

複数預かる場合において、保育士等の加配をおこなう。

【実施場所】

37.2%

34.4%
12.2%

11.5%
4.7%

診療所 病院

保育所 単独施設

その他

4.9%
7.3%

60.9%9.3%

17.7%

病後児対応型

59.6%
37.4%

2.8% 0.3%

保育所

認定こども園

小規模保育事業所

その他

体調不良児対応型病児対応型

※平成27年度までの延べ利用児童数は、「病児対応型」及び「病後児対応型」の合計
※平成28年度からの延べ利用児童数は、「病児対応型」、「病後児対応型」、「体調不良児対応型」の合計
※令和2年度においては、｢病児対応型｣、｢病後児対応型｣は、新型コロナウイルス感染症の状況等を勘案して想定される各
   月の延べ利用児童数をもって当該月の延べ利用児童数とみなして差し支えないこととしている。
   (前年同月の延べ利用児童数を上限）

0
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非施設型（訪問型）
体調不良児対応型
病後児対応型
病児対応型

（か所）

449,415 

498,264 

524,688 

585,276 
886,263 

1,002,925 

1,008,712 

1,082,196 

966,675 
857,396 

968,448 

計4,141か所

【実施か所数及び延べ利用児童数】

＜子ども・子育て支援交付金＞ 令和７年度予算案 2,138億円の内数（2,074億円の内数）
※延長保育事業、放課後児童健全育成事業、病児保育事業の費用の一部について、事業主拠出金を充当（1,146億円）

※（）内は前年度当初予算額
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